
圧を取出す方式のものであるが， 現在車両用には|日形の電気儀

|鎚 Ifiに 1 ， 2 用いられているのみである。

これらのほかに最近の電車に多く丹j \，、られるつぎの よう なも

のがある。

(6) 1it光(けい こう)灯用1Mr}J発電機および発電動揺翼 賛光灯

周冠動発電僚は交流蛍光灯の電源として用いられる電動発電機

である。また発電信量側から直流ならびに交流を取 り出せるよう

にしたものがあり 主主流電動発電話量 とよばれている。また低圧fÉ[

流電源より発電動機を回転し ， 1t光灯凡j交流電源を得ることも

行われている。

(7) 官邸J発電送風儀 1ß ifUJ発電機と電動送風般をそれぞれ設

けるかわりに， 両者をi直結して小形軽iit化をはかったものであ

る。

2 電動空気圧縮後 プレ ー キ装i在，制御装置，集電装位な

どに使mする圧紛空気をつくるものであ っ て，電動揺量と空気圧

縮織とからな っている。これに必要な憶力は電車線から直接供

給するようになっているもの (電車線也圧 1 ，500V 以下ではこ

れが多い)と ， 前にのベた電動発電話量または発電動践を通じて

間接に供給するようにな っているものとがある。

ïl111iJJ織の回路は圧力加減w.>によって，空気だめの圧力の別減

にともなって開閉するようにしてある。

'íI1動~気圧縮般のfB.量は用途により極々あるが，通常電動般

の容iIÌで 3-6 KW程度のものが使用される。これらはいずれも

30 分定絡で容立が定められている。

圧総i機には往復形と回転形とがあるが，往復形が l 段で卜分

の空気圧力を得られるのに反して， 回転形は少い段数で高いさE

気圧力を得ることが困難であるから， 現在主として往復形が用

いられている。

3 電動送風担盟 主電動俄， 起動抵抗総などの冷却に用いる

送風機で， 電動僚に送風践が直結してあって，風道を介して自

的物に空気を送るようになっている。

送風話器はプロ ベラ形 (propell e r type) とシロ ッコ形 (Sirocco

type ー名セ ソトリヒュ - -ji Iレ形 Centrifugal type) とがある

が，後者は前者に比してit1î\.、風圧が得られまた音が低L 、から広

く用いらオ1ている。

4 励 磁俊 也力団生プレ ー キを行う場合には， 主'ìlt1liJJ般

を他励式の発電話器として働かせるが， この ときの励磁電源とし

てm \， 、る一極の1I111iJJ発電機である。静電気プレーキ。

5 カム車由電動後 直流電車の主制御苦言のカム軌を回す小答

iii;の直前t分巻íl111iJJI畿で，ウオームギヤを介してカム軌を回転さ

せるようにな っている。

以上は直流電気車の場合であるが， 交流電気事の場合には，

ffiij御回路およびm灯回路の電源、としては，充電発電話芸と蓄電池

による直流が用 L 、られ， 補助回転機の電源としては 3 相交流が

用いられるものが多く， f1t1liJJ hl量は 3 相誘導m1liJJ話器が用いられる。

単相交流電気揺盟関車では，干i1ìJliJ回転機に 3 相篭力を供給する

ために相変換織 (phase con ve rtor) があり ， これによって単相

を 3 相に変換する 。

交流電気事には直流電気111 と同様の送風儀， 空気圧縮機のほ

かに変圧線ìfÌlポ ソプ， 変圧総ìUl ì令去1 1用 tßffi油送風滋，水銀整流依

冷却水循環ポンプ，同冷却用電動送風機など特有の有lì効回転僚

がある。{沢野周一)

lまじよきせん 補助汽船 国鉄所管の連絡船の就航する主要

航路の両端浴に :t.，;\，、て ， i!li絡船の港内燥船に事Iì助自句作業を行う

総 t 数 80-150t 程度の曳 (ひき)船である。 国鉄ではこれを補

助汽船と よんで桟橋に所属させて機橋長の指海下に置いている。

補助汽紛が述

絡船の港内操船

に際して行う補

助作業というの

は， (1) 国政ま

たは大角度変針

の促進補助 (2) 

岸壁または筏矯

lまじよこうぱ

への償付け ・ 引 補助汽船第一欽栄丸

離しにおいて安全かつ能率的な運用のため (3) 行脚の制止，

風流圧の防止のため等である。一般船舶においても船舶のふく

そう する港， 潮流の~\ lv 、港，あるいは狭い浴ではこの極曳船の

使用を必要とするが，鉄道の一環として定時速航をその使命と

する国鉄連絡船にあ っては，この祁ìJJJJ汽船の作業は連絡船の運

航に付随してとくに盤ID!祝される。

このほか神かかりの主主総紛に船員その他を巡ぶ小型の通船も

補助汽紛に含まれる。(今儲光国)

ほじよ く うきだめ 補助空気だめ (英) auxiliary reservoir 

(;rt!) Hilfsl uftbeh�l ter (仏) r駸ervoir d�ir auxiliaire 

自動空気プレ ー キ装置の各専の制御弁に付属し，あらかじめ

込められた空気をプレーキシリソダまたは作用空気室などに送

って， 釣合圧力を生じさせ， プレーキカの淑となる空気を貯蔵

する空気どめ。大き さはプレ ー キシ リンダと組合わされるもの

は対応プレー キ γ リ ゾダの有効容般に応じ数段階の毎別がある

が，作用空気室のあるも のは普通中継弁を伴うので， その大き さ

は作用空気室容般に対応する 1 樋類でよい。従事以外の車極に

対するものはゆるめ弁を液付ける。この空気だめはぎ装上の使

を考応し制御弁を直接取付け得るものと ， 間管に よ って制御弁

と接続するもの とがあり，前者は普通鋳鉄製とな っ ている。ー」

空気だめ。{高桑五六〕

ほじよけいてんき 補助継電器 (英) auxiliary relay 

逃電流縦電総その他保護継電球の動作によ って ， 最終目的であ

る遮断器等を開放する作用を遂行するために， 仲介的動作を果

す目的に設けられた継m様である。たとえば保護継電総接点の

電流容量が小さい場合，または保護団路が多岐におよんでいる

ような場合に，その保護継電器接点を通じて入力を補助継電器

の電磁コイ ルに付勢または消勢して回路の保護を行う。一例 と

してì/i!r電流継電器が1IiJJf'1'した場合， その接点によって補助継電

総電磁コイルが消勢された補助継電線の接点が開く。この接点

lこよって断流総 ・ 主電動揺量組合せスイッチの電磁コイノレが消勢

されて ， 主'i'1ì ifUJ織回路が遮断される。(沢野周一)

lまじょこうばい 補助勾配 (英) pusher grade , helper g rade , 

assisting grade 平面入換を行う貨車操車場において，引上線

から仕訳線群に向って設けられる勾配をしづ。平函操車場は一

般に平たんな地形に 補助勾配(速度曲線)

設けられるのが原貝IJ B C D I 突放

であるが，引上線お . , 0, A 重三主主 2 ~Iよ樹F
A ←一千ーポ三三三三Eヨ三 2 工7・ロ シ紳

よび仕訳酬に対し _ 12 I }=主苦手 4戯曲線
て勾配をつけること ー d二工二五ごl I , 5.1士官民線郎
乙よって ， 分解作業 主? 川川川、笠
能率を増進させるこ ・7、/(1%0 5、é';，.2，、3%.

とができ る。したがってハ γブ操車場 と するほどの必要のない

場合には補助勾配をつけた平面操車場とすることが有利である。

この場合地形を利用して勾配をつけるよう tこするこ と が望まし

い。補助勾配の設計にあたっては仕訳作業に際 して入後織関車

が無用な走行をせぬように考慮すべきで， その勾配の一例はつ

一一一 1631 一一一




